
「海にうかぶ博物館　あまくさ」活動の紹介
天草市立御所浦恐竜の島博物館　係長 (学芸員)　 鵜飼 宏明

うがい　 ひろあき

いかにして自然災害から身を守るか？いかにして自然災害から身を守るか？
〜天草諸島の特徴と自然災害〜〜天草諸島の特徴と自然災害〜

松田  博貴氏

ま つ だ ひ ろ き

・熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター
　減災型社会システム部門　客員教授

6.15令和日時

参加費 無料

7 日 10:00 ~12:00年
会場
定員

志岐集会所（熊本県天草郡苓北町志岐444-1）

200名

天草天草

　天草地域は、３つ (東シナ海・有明海・八代海) の海に囲まれ、入り組んだ地形や120の
島々など豊富な自然資源があります。
　こうした大地の自然遺産をはじめ、豊かな生態系や人と文化の営みで保全されている自
然資源を活用した取り組みとして、天草２市１町が連携し、「海にうかぶ博物館 あまく
さ」の活動を推進しています。
　この取り組みの一環として、近年各地で発生している地震や局地的な豪雨など、災害が
起きるメカニズムについて理解を深めていただくとともに、美しい天草の自然の仕組みに
ついて考える機会として、講演会を開催します。

電話またはEメールにて受付 申込締切：令和７年６月６日 (金)

＜お申し込み・お問い合わせ＞
天草自然資源活用推進連絡会事務局　（天草市立御所浦恐竜の島博物館内）　　

TEL：0969-67-2325　FAX：0969-67-2359　Email：ama-geo@city.amakusa.lg.jp　

主催：天草自然資源活用推進連絡会（天草市・上天草市・苓北町）

　 近年、自然災害が頻発すると共に、その災害
は激甚化している。熊本県では球磨川流域で大
規模な氾濫が、また熱海市伊豆山地域で土石流
災害が起こり、多くの尊い人命が失われた。自
然は、私たちに多くの豊かな恵みを与えてくれ
る一方、時として災害という脅威を与える。
　講演では、自然災害を概観すると共に、天草
諸島の地形や地質、また気象などの特徴につい
て理解した上で、特に苓北地域ではどのように
自然災害と向き合うべきか考えていきたい。


